
吉野川店
吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00

次 の 、カッコ イイへ 。次 の 、楽 し い へ 。

藍と吉野川～吉野川の川湊～源太渡し･千田須賀渡し
　源太渡しの名前の由来は、阿波郡柿原村（現:阿波市吉野町）にあった源
太城主の柿原源太の名前をとって呼称したと考えられている。この渡し
は南岸と北岸を結ぶだけでなく、阿波と讃岐をつなぐ重要な交通路でも
あり、村の行政連絡機関としての役割も果たしていた。柿原と知恵島を結ぶ唯一の渡しであったが、暴れ川で
ある吉野川の影響を受け続けていたため、柿原側の“天神前の源太渡し”と知恵島側の“藤之丞前の千田須賀渡し”
という２か所の渡し場を設けて、その不便を解消してきた。
　当初は個人経営だったが、その後、柿原・知恵島渡船協議会の経営となり、大正10（1921）年の道路法施行
を機に渡しは道路として認定され、柿島村営となった。
　後に、交通量増加に伴い橋梁架設が必要となったため、柿島村と鴨島町は町村一部事務組合を設置し、昭和
３（1928）年８月に賃取り橋の木製潜水橋「記念吉野川中央橋」が完成した。これにより渡しは廃止となったが、
洪水で潜水橋が流されるたびに渡しが復活したという。
　昭和28（1953）年６月に阿波中央橋が完成したため、渡しは廃止となった。
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△南岸から望む渡し場 △阿波中央橋（南岸）
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